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レ
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ト
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党市議会議員 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

１
１
月
１
５
日 
市
駅
前
宣
伝
、
団
会
議
、
党
内
会
議 

１
６
日 
紀
の
川
市
議
選
応
援 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
７
日 

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
大
会 

伏
虎
中
学
校 

 
 

同
窓
会 

１
８
日 

河
西
デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 

１
９
日 

視
察
（
河
西
後
援
会
バ
ス
ツ
ア
ー
残
念
） 

２
０
日 

視
察 

 
 

 

２
１
日 

無
料
生
活
相
談
日
、
労
基
局
訪
問 

  
 
 
 
 
 

 

 

 

（
主
な
も
の
） 

 

 

国
会
は
悪
法
続
き
、
唯
一
自
民
党
と
対
決
す
る
共
産

党
。
１
１
月
５
日
参
院
内
閣
委
で
山
下
芳
生
議
員
が
「
大
企

業
が
正
社
員
へ
の
道
を
閉
ざ
す
横
暴
」
を
告
発
。
山
下
議
員

の
ブ
ロ
グ
か
ら
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
（編
集
室
） 
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私
の
質
問
で
は
、
安
倍
首
相
が
「
非
正
規
か
ら
正
規
に
な

り
た
い
人
に
、
道
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
答

弁
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
企
業
は
期
間
社
員
を
勤

続
３
年
直
前
に
一
律
で
雇
い
止
め
し
、
新
規
募
集
の
期
間

社
員
と
入
れ
替
え
る
手
法
が
横
行
し
て
い
る
。
法
律
が
通

算
５
年
を
超
え
る
期
間
工
の
正
社
員
登
用
を
回
避
す
る
た

め
に
仕
事
が
あ
っ
て
も
使
い
捨
て
に
す
る
。
い
す
ゞ
自
動
車

で
は
、
例
え
ば
期
間
社
員
Ａ
さ
ん
の
場
合
は
３
カ
月
契
約
を

１
０
回
更
新
し
、雇
い
止
め
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。  

 

私
が
「
契
約
更
新
を
繰
り
返
し
て
い
る
場
合
、
一
方
的
な

『
雇
い
止
め
』
は
無
効
だ
」
と
追
及
し
た
の
に
対
し
、厚
労
省

の
大
西
康
之
審
議
官
は
「
一
定
の
場
合
に
は
、解
雇
権
乱
用

を
類
推
適
用
す
る｣

と
答
弁
。
仮
に
、
契
約
書
に
「
更
新
す
る

契
約
期
間
は
、
通
算
し
て
最
長
２
年
１
１
カ
月
」
と
書
い
て

い
て
も
、無
効
の
場
合
が
あ
る
と
も
説
明
し
ま
し
た
。  

 

そ
こ
で
菅
義
偉
・官
房
長
官
に
対
し
、
体
力
も
仕
事
も
あ

る
大
企
業
が
労
働
者
を
使
い
捨
て
に
し
て
い
い
の
か
、
日
本

全
体
で
こ
の
よ
う
な
企
業
活
動
が
許
さ
れ
て
し
ま
え
ば
①

労
働
者
の
人
生
設
計
が
成
り
立
た
な
い
、
②
企
業
に
と
っ
て

も
技
術
の
継
承
が
で
き
な
い
、
③
日
本
経
済
も
デ
フ
レ
不

況
か
ら
の
脱
却
に
逆
行
す
る
と
指
摘
し
、
総
理
、
官
房
長

官
、
財
界
代
表
が
出
席
す
る
「
政
労
使
会
議
」
な
ど
で
問
題

提
起
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

菅
義
偉
官
房
長
官
は
「
非

正
規
労
働
者
が
安
心
し
て
仕
事
に
つ
け
る
よ
う
何
ら
か
の

課
題
に
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 

市
議
団
で
視
察
を
行
っ
た
市
民
小

水
力
発
電
の
報
告
で
す
。 

 

山
梨
県
都
留
（
つ
る
）
市
で
は
、
水

量
が
豊
か
で
流
れ
が
急
な
家
中
川

を
利
用
し
江
戸
時
代
か
ら
穀
物
の

精
米
・製
粉
に
水
車
に
よ
る
動
力
が

活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
３
６

年
谷
村
電
燈
株
式
会
社
が
創
立
、
県

内
二
番
目
に
電
燈
の
灯
る
町
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
市
と
し
て
化
石

燃
料
の
大
量
消
費
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に

対
応
す
る
た
め
「
都
留
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
。
県
内

で
も
い
ち
早
く
水
力
発
電
を
導
入

し
、
地
域
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
い
た
市
民
や
東
電
Ｏ
Ｂ
、

教
員
Ｏ
Ｂ
、
青
年
会
議
所
等
の
メ
ン

バ
ー
で
“都
留
水
研
究
会
”が
発
足
。
市
の

補
助
を
得
て
英
国
製
の
発
電
機
を
設
置
。

さ
ら
に
小
水
力
発
電
機
「
元
気
く
ん
１

号
」
を
市
民
参
加
型
で
実
施
、
「
元
気
く

ん
２
号
」
「
元
気
く
ん
３
号
」
と
次
々
に
稼

働
し
、
作
ら
れ
た
電
気
は
都
留
市
役
所
、

都
留
市
エ
コ
ハ
ウ
ス
、
植
物
栽
培
展
示
施

設
な
ど
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
発
電
機
の

導
入
に
は
各
種
補
助
金
の
他
、
興
味
深
い

「
市
民
公
募
債
・つ
る
の
お
ん
が
え
し
債
」

の
導
入
が
あ
り
ま
す
。
「
水
力
発
電
の
よ

う
な
ク
リ
ー
ン
な
発
電
は
都
留
市
か
ら

私
た
ち
を
育
ん
で
き
た
地
球
へ
の
恩
返

し
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
名
付
け
ら

れ
、
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
市
民
か
ら
の
協

力
が
得
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

（写
真
は
元
気
く
ん
１
号
） 

 

日
本
共
産
党
は
来
年
の
１
月
１
５
日
～
１
８

日
に
第
２
６
回
党
大
会
を
開
き
ま
す
。 

先
日
、
そ
こ
に
提
案
さ
れ
る
決
議
案
が
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
今
度
の
大
会
は
自
公
政
権 

が
復
活
す
る
一
方
、
２
０
１
３
年
夏
の
参
院
選

で
日
本
共
産
党
が
躍
進
し
た
情
勢
の
も
と
で 

開
か
れ
る
大
会
で
す
。 

決
議
案
全
体
は
『
自
共
対
決
』
と
い
う
角
度

か
ら
情
勢
を
と
ら
え
、 

た
た
か
い
に
の
ぞ
む

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
最
初

に
国
際
政
治
に
お
こ
っ
て
い
る
中
心
的
な
問

題
を
広
い
視
野
で
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が

日
本
の
情
勢
を
と
ら
え
る
不
可
欠
の
前
提
と

考
え
、
世
界
の
構
造
変
化
や
ア
メ
リ
カ
の
捉

え
方
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中
南
米
の
動
き
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
た
た
か
い
、
民

主
的
な
国
際
経
済
秩
序
の
確
立
、
地
球
温

暖
化
問
題
、
外
交
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
世
界
の
流
れ
に
反
し
て
、
安
倍
政
権

は
暴
走
に
暴
走
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

こ
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
貧
困
と

格
差
の
な
い
、
だ
れ
も
が
、
安
心
し
て
住
め

る
日
本
に
変
え
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
日
本
共
産

党
に
お
力
を
お
か
し
下
さ
い
。 

党
大
会
を
大
き
な
党
勢
拡
大
の
盛
り
上

が
る
中
で
迎
え
る
た
め
「
赤
旗
」
読
者
の
輪

を
広
げ
、入
党
さ
れ
る
方
も
た
く
さ
ん
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
（の
り
子
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 


